
品 名：90002_250040_032_03_利益還元成長株オープン_970617.docx 

日 時：2023/8/4 10:15:00 
ページ：1 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「利益還元成長株オープン」は、2023年６月26日に第32期の決算を行ないましたので、期中の運用状況
をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 1991年６月26日から2026年６月25日までです。 

運 用 方 針 
｢Ｊグロース マザーファンド」受益証券に投資を行なうとともに、わが国の金融商品取引所上場株式に投資を行ない、

信託財産の成長をめざします。 

主要運用対象 
利 益 還 元 成 長 株 オ ー プ ン 

｢Ｊグロース マザーファンド｣受益証券ならびにわが国の金融商品取引所上場株

式を主要投資対象とします。 

Ｊグロース マザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

利 益 還 元 成 長 株 オ ー プ ン 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の50％以下とします。 

Ｊグロース マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の50％以下とします。 

分 配 方 針 
毎決算時に、利子・配当等収益は原則として全額を分配します。売買益からの分配金額は、委託会社が基準価額水準、

市況動向などを勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

＜250040＞ 

利益還元成長株オープン 
＜愛称 Ｊグロース＞ 

第32期（決算日 2023年６月26日） 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

28期(2019年６月25日) 16,925 130 △ 7.2 1,543.49 △10.7 96.9 － 27,358 

29期(2020年６月25日) 18,299 280 9.8 1,561.85 1.2 96.6 － 25,059 

30期(2021年６月25日) 23,603 330 30.8 1,962.65 25.7 98.4 － 27,743 

31期(2022年６月27日) 22,254 290 △ 4.5 1,887.42 △ 3.8 97.8 － 25,405 

32期(2023年６月26日) 26,392 430 20.5 2,260.17 19.7 97.7 － 26,827 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
     

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2022年６月27日 22,254 － 1,887.42 － 97.8 

６月末 21,991 △ 1.2 1,870.82 △ 0.9 96.6 

７月末 23,091 3.8 1,940.31 2.8 96.2 

８月末 23,611 6.1 1,963.16 4.0 96.7 

９月末 21,942 △ 1.4 1,835.94 △ 2.7 94.1 

10月末 23,358 5.0 1,929.43 2.2 95.0 

11月末 23,985 7.8 1,985.57 5.2 96.2 

12月末 22,615 1.6 1,891.71 0.2 96.5 

2023年１月末 23,662 6.3 1,975.27 4.7 96.6 

２月末 23,406 5.2 1,993.28 5.6 95.8 

３月末 23,809 7.0 2,003.50 6.2 96.5 

４月末 24,235 8.9 2,057.48 9.0 96.5 

５月末 25,413 14.2 2,130.63 12.9 96.2 

(期  末)      

2023年６月26日 26,822 20.5 2,260.17 19.7 97.7 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

○運用経過 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および東証株価指数は、期首（2022年６月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 東証株価指数は当ファンドのベンチマークです。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、成長性が高く株主への利益還元が期待できる企業の株式に実質的に投資を行な

い、信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、

以下の通りです。 
 

＜値上がり要因＞ 

・米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場予想を下回り、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利上げペース

が減速するとの期待や、公表された米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の議事要旨における利上げペース

減速の示唆を受けて、米国の金融引き締めへの警戒感が和らいだこと。 

・中国で新型コロナウイルスを抑え込むゼロコロナ政策が解除され、中国景気の回復が期待されたこと。 

・国内企業の概ね堅調な決算内容を受けて投資家心理が改善したことに加え、国内株式市場の相対的な割安

感を背景に海外投資家の買いが膨らんだこと。 

・「イビデン」、「三菱商事」などの株価上昇が寄与したこと。 

期中の基準価額等の推移 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

＜値下がり要因＞ 

・インフレ抑制のため欧米の主要中央銀行による金融引き締めの動きが相ついだことを受けて、世界経済の

減速への警戒感が高まったこと。 

・日銀が金融政策決定会合において長期金利の許容変動幅の拡大を決定したこと。 

・欧米の金融機関の経営破綻を契機とした欧米景気の悪化が警戒されたこと。 

・「オリンパス」、「システナ」などの株価下落が影響したこと。 

 

 

（株式市況） 

国内株式市場では、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期間の初めと比べて上昇しました。 

インフレ抑制のため欧米の主要中央銀行による金融引き締めの動きが相ついだことを受けて世界経済の減

速への警戒感が高まったことや、日銀が金融政策決定会合において長期金利の許容変動幅の拡大を決定した

こと、欧米の金融機関の経営破綻を契機とした欧米景気の悪化が警戒されたことなどが株価の重しとなった

ものの、米国のＣＰＩが市場予想を下回り、ＦＲＢの利上げペースが減速するとの期待や、公表されたＦＯＭＣ

の議事要旨における利上げペース減速の示唆を受けて、米国の金融引き締めへの警戒感が和らいだこと、中国

で新型コロナウイルスを抑え込むゼロコロナ政策が解除され、中国景気の回復が期待されたこと、米国の金融

当局が預金者保護を表明したことや主要中央銀行による流動性供給などを受けて金融システムへの警戒感が

和らいだこと、日銀新総裁が就任会見において金融緩和政策を継続する考えを示したこと、国内企業の概ね堅

調な決算内容を受けて投資家心理が改善したこと、米国の半導体大手が市場予想を大きく上回る売上高の見

通しを示し、業界の先行きへの期待が高まったことなどが支援材料となり、ＴＯＰＩＸは上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「Ｊグロース マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（Ｊグロース マザーファンド） 

独自の製品やビジネスノウハウによって持続的な成長を遂げることができる企業に注目し、運用を行ない

ました。期間の前半は、世界的に物価上昇の勢いが増して日本以外では金融が一層引き締められる方向にある

ことや、金利上昇によって予想される景気悪化を警戒しながらも、株価下落によって成長株の中に値ごろ感が

出てきた銘柄が増えていることや、為替の変動が及ぼすメリットやデメリットが企業ごとに異なることなど

を考慮して運用を行ないました。株価が上昇した海運株を売却し、商社株やＩＴサービス、レジャーなどの銘

柄を買い付けました。 

期間の後半は、世界的に金融引き締めが続いていること、欧米の金融機関の経営破綻をきっかけとした金融

システムの動揺や欧米景気の悪化を警戒しつつ、国内の経済環境は相対的に良好で、今期の企業業績も底堅い

ことを考慮した運用を行ないました。非鉄金属株や損害保険株、一部の電機株などを売却し、ＦＡ（ファクト

リー・オートメーション）機器株や鉄鋼株、百貨店株、ドラッグストア株などを買い付けました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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期間中における基準価額は、20.5％（分配金再投
資ベース）の値上がりとなり、ベンチマークである

「東証株価指数」の上昇率19.7％を概ね0.8％上回り
ました。 

ベンチマークとの差異における主な要因は以下の
通りです。 

 
＜プラス要因＞ 

（業種） 
・「機械」、「卸売業」などのセクターをベンチマー
ク対比でオーバーウェイトとしていたこと。 

・「電気・ガス業」、「石油・石炭製品」などのセク
ターをベンチマーク対比でアンダーウェイトとし
ていたこと。 

（銘柄） 
・「イビデン」、「三菱商事」、「伊藤忠商事」などの
銘柄選択効果が寄与したこと。 
 

＜マイナス要因＞ 
（業種） 
・「精密機器」、「不動産業」などのセクターをベンチマーク対比でオーバーウェイトとしていたこと。 
・「銀行業」、「鉄鋼」などのセクターをベンチマーク対比でアンダーウェイトとしていたこと。 

（銘柄） 
・「カチタス」、「オリンパス」、「システナ」などの銘柄選択が影響したこと。 
 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな
かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第32期 

2022年６月28日～ 
2023年６月26日 

当期分配金 430  

(対基準価額比率) 1.603％ 

 当期の収益 430  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 20,784   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 東証株価指数は当ファンドのベンチマークです。 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「Ｊグロース マザーファンド」受益証券を原則として高位に組み入

れて運用を行ないます。 

 

（Ｊグロース マザーファンド） 

物価上昇と金利引き上げが続く欧米では、景気減速や金融機関の経営不安に対する懸念がくすぶっていま

す。日本でも物価が上昇していますが、多くの企業で賃上げが実施されたこともあって、値上げがあっても販

売数量は大きく減らない事例が多く見られ、消費は好調さを保っています。円安が進んでいることから、金融

政策が早期に修正されるとの観測もありますが、日銀は金融緩和を粘り強く続ける方針を示しています。相対

的に堅調な日本の経済と安定した金融政策を評価する海外からの資金流入が、株価上昇に大きく寄与してい

ます。 

2023年度の企業業績は、本格的な「コロナ禍後」を迎えて国内の経済再開が進み、サービス消費の増加が見

込まれることや、半導体の供給制約が和らいだことにより自動車生産が回復すること、資源高が落ち着いたこ

とで原材料価格の下落による利益率改善が期待できることなどから、底堅く推移するとみています。加えて、

東証がＰＢＲ（株価純資産倍率）１倍割れ企業を主眼に、資本コストや株価を意識した経営の実現を要請した

ことから、多くの企業が増配や自社株買いといった株主還元を強化することで、資本収益性の向上に取り組む

とみています。 

前述の見通しのもと、当ファンドの銘柄選択においては、 

①長期的なビジョンに基づいた質の高い利益成長が継続できること。 

②商品開発力や価格決定力など競争力の源泉が明確で、成長に対する信頼感が高いこと。 

③市況に左右されることなく安定した成長を持続できること。 

④株主の利益を重視した経営がなされていて、株主への利益還元が長期的に増加すると期待できること。 

などの観点から成長企業への投資を行なう方針です。当ファンドでは、持続的な利益成長を実現できる企業

を中心に据えるとともに、各企業の業績や株主還元姿勢を見極めて投資銘柄を選択し、パフォーマンスを確保

していきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 211  0.900  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (108)  (0.461)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 77)  (0.329)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 26)  (0.110)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 10   0.041   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.041)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.004   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 222   0.945    

期中の平均基準価額は、23,426円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.90％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
Ｊグロース マザーファンド 177,558 686,053 1,059,062 4,468,490 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

項 目 
当 期 

Ｊグロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 44,717,903千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 83,477,652千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.53   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年６月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

Ｊグロース マザーファンド 6,646,274 5,764,771 26,691,466 
 
（注） 親投資信託の2023年６月26日現在の受益権総口数は、21,495,650千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年６月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

Ｊグロース マザーファンド 26,691,466 97.3 

コール・ローン等、その他 728,972 2.7 

投資信託財産総額 27,420,438 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

親投資信託残高 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 27,420,438,975   

 コール・ローン等 279,780,788   

 Ｊグロース マザーファンド(評価額) 26,691,466,540   

 未収入金 449,191,647   

(B) 負債 593,188,147   

 未払収益分配金 437,095,787   

 未払解約金 37,480,319   

 未払信託報酬 118,043,172   

 未払利息 601   

 その他未払費用 568,268   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 26,827,250,828   

 元本 10,165,018,322   

 次期繰越損益金 16,662,232,506   

(D) 受益権総口数 10,165,018,322口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 26,392円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は11,416,321,153円、期中追加設定元

本額は572,500,247円、期中一部解約元本額は1,823,803,078円

です。 

（注） １口当たり純資産額は2.6392円です。 

○損益の状況 (2022年６月28日～2023年６月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        67,760   

 受取利息 227   

 支払利息 △        67,987   

(B) 有価証券売買損益 4,832,669,329   

 売買益 5,195,442,400   

 売買損 △   362,773,071   

(C) 信託報酬等 △   237,015,341   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,595,586,228   

(E) 前期繰越損益金 10,367,302,014   

(F) 追加信託差損益金 2,136,440,051   

 (配当等相当額) (   6,600,685,068)  

 (売買損益相当額) (△ 4,464,245,017)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 17,099,328,293   

(H) 収益分配金 △   437,095,787   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 16,662,232,506   

 追加信託差損益金 2,136,440,051   

 (配当等相当額) (   6,602,187,655)  

 (売買損益相当額) (△ 4,465,747,604)  

 分配準備積立金 14,525,792,455   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2022年６月28日～2023年６月26日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年６月28日～ 
2023年６月26日 

a. 配当等収益(経費控除後) 457,477,680円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 2,847,455,034円 

c. 信託約款に定める収益調整金 6,602,187,655円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 11,657,955,528円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 21,565,075,897円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 21,214円 

g. 分配金 437,095,787円 

h. 分配金(１万口当たり) 430円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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利益還元成長株オープン＜愛称 Ｊグロース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 430円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年６月28日から2023年６月26日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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